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私のチチンブイプイ考
日本教育情報機器（株）社長
河　端　照　孝
　「遊んでばかりいないで，勉強を済ませたら…」何十年か前の母親の声を時々，思い出しては胸が痛くなる．ハー
バード大のガルブレイス博士よりも母は当然ながら，数倍も子供の私が理解しやすい言葉で勉強や教育の大切さ
を諭してくれた。私達の国は，教育の普及と先人の大努力によって先進諸国の仲間入りを果たせたが，これから
人格と国の品性をどう向上させていくかという視点からも今の教育を見直さねばならない．
　子供の頃，転んでは膝小僧に小さなキズをつけた．母様は私を抱き上げては「男の子は涙を見せないものよ．チ
チンブイプイ痛いの飛んでいけ」と優しいお声でお呪いを唱えてくれた．不思議なほどそのお呪いはよく効いた．
母様のお呪いは，正直，どの名医の先生の治療やお薬よりもよく効いたのだ．後になってお呪いの語源を聞いて，
なるほどそれがよく効くわけがわかった．
　生まれながらの将軍，徳川家光公は，その誕生にあたって，父の秀忠公と春日局が南光坊天海大僧正にお願い
したお呪いを竹千代君と呼ばれていた幼児期から，常に耳にしていた．そのお呪いは天海僧正が書かれた六文字，
つまり「智仁武威武威」の言葉を聞かせ育てることによって立派な征夷大将軍にご成長するという有り難いお呪
いである．が，その言葉は江戸城の外堀を越えて下町に届いた頃には「チチンブイプイ」になっていたそうな．
　私にとっては，申し訳けないがお世話になっている医大の先生やましてやにがい良薬よりもまたガルブレ・イス
博士の教育論や，サミュエルスマイルズ先生の人の品性，国の品格論よりもなによりもあの温かく優しい母のお
声がなによりもありがたく思う．願わくは母様のお声をもう一度聞きたいものだ．
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